


1. 本 誌 は ､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､研 究 者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討論 しあ い､ また､研 究 に関 連 した

情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して ､∵毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内 容 は､ 研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会 議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ い て の意 見 ､

情 事艮な どです ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 層っ いて は､原 則 と して審査 は行 な いl

事せ ん｡空 し､編 集 者 が 本 誌 に蘭 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ い て 昼､改 訂 を求 め ､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 さい｡

投稿規定 1
～

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す る ため原稿 は癌 力簡 瀞 にお書 き下 さ t

い0 ㌔

2. 原稿 は4=OO 字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数 式 ､言己号 の書 き方 は Progress､ JournaIの投 稿 規 定 に

に準 じ､ミス プ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

い○

上 ツ キ､下 ツ 考 は特 に給 わ しい も禦 のみ を指廃 して下 き いO

英字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の指 走 を忘 れ な い よ うに ､ O とaメ

と 0(ゼ ロ)､u と｣と rr､C とe､1(ェル)と 1(イチ )､X と×

(カケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い｡ '

5. 1行 以 内 にお さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤 て守旨走 して下 きい.

6･L 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ んO - 頁以 内 に入 らな い図 は原 則

と して著者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ き ます｡

7. 投 稿 後 の 原.稿 の言丁正 は で き るだ け さけ る よ うに して下 さ い｡

8. 別 刷 が入 用 な場 合 は ､投 稿 の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込

んで下 さい｡ 別 紙 代 は下 記 方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ

き ま す ｡

(郵 券 に よ る受 イ寸は い た し ませ ん｡

p :物 研 出 来 上 り頁 数

x :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 - 貢 の代 金･ 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p+b)Ⅹノ+送 料

別 刷 代 金･は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金･を請 求 さ れ る こ とが あ り ま す

す か ら､ 御 注 意 下 さ い0

9. 原 稿 締 切 日は 毎 月 20日で 原 則 と し て 次 月 発 行 誌 に掲 毒針き れ ます

ま す ｡
/
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掲 示 板

九州大学工学部応用理学教室数官公募

下記により教授 1名を公募いたします｡希望者の応募または適任者の推薦を

お､願いいたしますO

員

門

野

∧

部

分

募

属

門

公

所

専
●

TL

2
5

4. 着任時期

5. 提出香登

6.公募締切

7. 宛 先

数段 1名

応用理学教室力学第一講座 (=こ学部共通講座 )

物性論 工学の基礎的問題に-も関心のある方で なるべ く理

論の方を希望 します｡工学部学生に対す る一般 力学等の講

義を担当していただ き ,大学院=学研究科応用物理学専攻

課 程の指導教官にな っていただ きますO

昭和 47年 4月 1日よ り以前

履歴書 ｡研究業績 リス ト｡主要論文別刷 ｡推薦書 (他薦の

場 合 )

昭和 46年 9月50日

(苧 812) 福岡市箱崎

九州大学工学部応用理学教室

辻 幹 男

電話 (092)-64-1101 内線 5525

■■■

東京大学物性研究所 昭和.48年度共同利用について

この ことにつ いて ,下記により公募 いたします O

記
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野示板

1. 公 募 事 項 (別 添 要 項 参 照 )

A .外来 研 究 員 ( 1 0月 ～ 5 月 実 施 分 )

lB .短 期 研 究 会 (′ 〝 )

2. 申 込 資 格 :国 ,公 ,私 立 大 学 .国 ,公 立研究所等の研究機関

の 研 究 者 及 び こ れ に 準 ずる者0

5. 申 込 方 法 :申 請 書 1通 提 出 (必要部数を下記申込先までご請

求 下 さ い )

4. 申 込 期 限 :昭和46年8月15日(冒)必着のとと｡

5. 申 込 先 :東京都港区六本木7丁目22番1号

6.%

東京大学物性研究所 共同利用韻

電話(402)6251 内線505

餐 :研究課題の採否,所要経費の査定等は共同利用施設

専門委員会t/Cおいて行ない,教授会で決定いた し

ます｡

7, 採 否 の 決 建 :昭和48年9月下旬

外 来 研 究 員 陀つ い て

本所では共同利用研究所の使命 として ,外部研究者の研究遂行の便宜のため

下記の各種研究員制度が設け られていますQ これ ら研究員の公募は ,原則 とし

て単年ごとに行な ってお りますO

なお ,前回か らの試み として長期滞在の研究員替計画 していますO下記と参

照の上 ,応募 されるようお顔hLますO

1. 客員研究員

闇 所外研究者がやや長期にわた って ,本所の施設を利用 して研究を行な

う便宜を提供することを目的 としています｡

(2) 資格 としては ,教授 ,助教授級の研究歴に相当す る研究者を対象 とし
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掲示板

ます｡

(3) 申請については ,本所所員の申請に もとザいて ,′研究計画等 を検討の う

え決定 します｡

(4)研究期間は最低 1ケ月とし ,8ケ月を限度 としていますが ,延長が必要

なときは ,その都度 申請 して更新す ることが出来ます｡ ●

(5) 研究期間 中は常時本所に滞在す ることを原則 とします｡

(6) 居室の提供終つ烏ろて所は出来るだけ努力 します O

2. 嘱託研究員

(i) 所外観究者に本所の研究計画ならびに共同研 究計画の遂行上必要 な研究

を嘱託す ることを目的 としていますO

(2) 嘱託研究員の委嘱は ,本所所員の申請にもとずいて ,研究計画等 を検討

の うえ決定します o

iJ3) 研究期間は 6ケ月を限度 とし ,延長が必要 な と-きはその都度 申請 して更

新することが出来ますo

5.留学研究員

(1) 大学 ,官庁 ,その他の研究機関に在職する若い研究者に ,長期 にわたる

留学の便宜 を提供す ることを目的 とした制度 です｡

(2) 資格 としては ,大学院ないし助手程度の研究歴に相当す る層を対象 とし

ていますO

(3! 研究期間は 1年を原則 とし ,研究は所員の指導の もとで行ないます O

(射 従来か らも数 ヶ月間滞在される留学研究員が若干名お られますが ,前回

か ら次の要領で長期滞在留学研究員 を募集 していますOすなわち ,東京 (

近郊の大学を含めます )以外の大学に所属する方で ,長期留学研究員に応

募 される方は ,旅費 ,滞在費が規定fjE従 って支給 されますo 〔所属きれる

大学の場所によ って異 なりますが ,平均 (6ケ月滞在 )10万円程度にな

ります 〕その場合 ,6ケ月を原則 と-し ,1ヶ年闇に延長することが出来ま

すこ この枠の研究員 として年間 5-6名を予定 しておりますO
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掲示板

孔 施 設 利 用

(i) 所外研究者が研究の必要上 ,本所の施設 を短期間利用 したい場合 .その

便宜 を提供で きるよ うにしてお ります｡

(2) 受け入れについては ,申請 された研究計画等を検討の うえ決定いた しま

す｡ ●

5. 上記留学研究員 ,施設利用は本所指定の申請書 (必要な方略直接物鹿研ま

でご請求下さい)を提出して下さいo

6. 各種研究員の受け入れ可否は ,共同利用施設専門委員会にかいて .申請 さ

れた研究歴b,研究計画 ならびに所内諸条件を審査検討 し ,教授会で決定 しま

す｡

7.旅費 ,滞在費ならびに研究に要す る経費は ,個 々の申請にもとずいて ,莱

同利用施設専門委員会で査定の うえ ,共同利用研究施設運営費か ら支出しま

す｡

8. 予算の支出 ･諸施設の利用 ,設備の管理等については ,関係す る所員の指

示に従 って下さIlハO

共同利用施設専門委員会委員

宮 原 将 平 (北 大 ｡ 理 )

徳 永 正 晴 ( 〝 ｡応電研 )

田 中 実 (東北大 ･ 工 )

山 崎 敏 光 (東 L大 ｡_理 )

山 口 悟 郎 ( 〟 ｡エ )

田 中 郁 三 (東工大 ｡ 理 )

長 岡 洋 介 (名

松 原 武 生 (京

長谷田 泰一郎 ( 〝

小野木 重 治 (

伊 達 宗 行 く･坂
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掲示夜

米 沢 富美子 (東=大 ｡ 理 ) 藤 田 英 ･- ( 〝 ｡基･エ )

近 桂一郎 (早 大 ｡理 工) 間 藤 正 一 (九 大 ･ 理 )

入 江 捷 広 ( 〝 ･〝 ) 中 山 正 敏 ( 〝 ｡ 蕃 )

勝 木 漫 (信 大 ｡ 理 ) その他物性研究員

短 期 研 究 会 に つ inて

昭和 46年度後期 (10月～ 5月 )に実施する研究会を公募いた しますO

と希望の方は下記によりお 申し込み下さい｡

なお ,物性物理の将来問題等 (例えば ,物性研究所におけ る具体的な研究課

題の一つ としてとりあげ ようとしている ｢極限物性 ｣についての将来問題 の研

究会など )に関す る研究会は ,ここ数年開催 されてお りませんので ,この種の

研究会の提案を期待いたします｡

言己

1. 提 出 審 議

(封 短期研究会申請書 (様式は適宜 )

(2) 記載事項

A.研究会の名称

B.提案理 由

C.開催希望期 日

D.参加予定者数

E.参加依嶺者

◎ 所属 ,磯名 ,氏名 ,等級号俸 ,発令年月 日を記入の ことO

㊥ 特に所属 ,職名 ,氏名は必ず明記願いますo

F.所内鏑藤所員

G.その他希望事項 (予稿集 ,報告集の発行等 )
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掲示板

蘭.提案者 (所属 ,職名 ,氏名を明記 し ,代表者把は○を付すこと )

2. 提案代表者は共同利用施設専門委員会において ,開催主 旨及び所要経費に

ついて十分説明していただ きます｡

5.研究会の採否は共同利用施設専門委員会で審議 され ,教授会で決定しますO

孔 所要経費は共同利用施設専門委員会で査定 の うえ ,共同利用研究施設運営

費か ら支 出します0

5..提案代表者は研究会を終了 した とき ,報告事 を出来 るだけ早 く提出 してい

ただ きますL,
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人のうこき

o小林連 助氏 長船造船大学へ 4月よ り新任

o･佐光三毎都民 三重大学教育学部へ 4･月 よ り新任 -･

(2名 とも今年 5月名大埋物理博士課程騰了者)

ニュース

〔東大叡尊物理 コロ.キ クム 〕

5月 7E3-小 出氏 rDoniach .:_A/ieta卜互ns,uiatorTran9i･tion,

Adv.Phys･紹介

峯瞭氏 ｢AriEx.citonMode,1--for

_theMetal-ⅠnsuiatorTransiti()n

Ⅱ･ExcitonTransferEffect｣

5月21日 伊豆 山氏 帰国談

5月28日 島村氏 ｢原子分子衝突をこおけ る変分法｣
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プ レプ リン ト案内

〔久保研 〕

oR.E.Dietz'F･R･Merritt'andR･Dingle andDanielHone

and B.G.Silbernageland PeterM.Richards

ExchangeNarrowing in(九le-DimensionalSystems

oTakuma Ishikawa andTakehikoOguchi

CriticalBehaviorof theSpin System withAnisotropic

Exchange Interactioni II.Two-DimensionalLattice

oHideoHasegawa and JunjiroKanamori

AnApplication of the CoherentPotentialApproximation

to FerromagneticAlloys

oToshio Soda

TheRondoEffect of aMagnetic lmpurity under the

CrystallineField- theCoqblin Schrieffer

Exchange Interaction-

oToshio Soda

The S-JExchange lnt占ractionUnder the influence of

the CrystallineField

oFumiakiShib.ata andKaturo Sawada

On the correspori..dece betweenAn derson and s-d exchange

models-with a cormlent On Schotte′swork-

Fum iakiShibata卜Hirosheかbmada andKaturoSawada

CormlentSOn the singularity in non一magnetic state

in dilute alloys
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ブレブリン ト案内

oHiroshiEzawa,ShinjiKawaju anか KoichiNakamura

Surfons and theElectronMbvility in a Semiconductor

inversionLayer

oMichisukeKobayasbiandXazuo Yamada,

Sound Propagati'on in SemimetalsunderStrong地 gnetic

Field

oS.Kobayashi,T.Takahash'iandW.Sasaki～

Fine Particle_SizeEffectofMetallin Al

〔名声琴物理S研 〕

oX･D･Schotte andU.Schotte

TheSusceptibility ofthe s-也 'Model

(Submitted for publication PhysicalReuiew)
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嘩 集 ` 後 記

現在世界的な傾向 として ,物理学は色 々な意味に於て 困難 な時期にさしかか

っていると思 われますが , ｢物性研究｣ を意義ある雑誌 として存続 させたい と

編集員の一人 として考 えてし､ます｡ 此処数年来色 々新 しい編集方針が考慮 され

て来 ま したが ,本年度は tt境界領域特集 " が新に企画さ推ました.境界領域 の

問題 としては ,例 えば生物物理学 が可成以前 よ り認識 されています｡境界領域

の問題は云ふは易 く '行ふほ艶 しの感 が私 虹は あ り草す9第一回 として化学反

応 の問題 が取 り上げ られま したO前回の編集会議では今後 ,地球物理学･,宇 宙

物理学の関連分野 の問題が話題 とな りました｡其他新 しい問題等があれは編集

部 まで御知 らせ下 さいます様御願い致 します｡ (S.T.)~

物 性 研 究 .

第 16巻 第 5号

197 1年 6月 2 0日発行

発行人 松 田 博 嗣

京都市左京区北 白川追分町
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印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
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